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核不拡散・核セキュリティ総合支援センターの設置

場所：茨城県東海村
テクノ交流館「リコッティ」内

体制
13名（現時点）

テクノ交流館「リコッティ」 1

2010年4月の核セキュリティ・サミットにおける総理が発表した日本政府のイニシアティブ：

（１）アジアの核セキュリティ強化のための「総合支援センター」の設置
本年、日本原子力研究開発機構に、アジア諸国をはじめとする各国の核セキュリティ
強化のためのセンター（核不拡散・核セキュリティ総合支援センター）を設置、人材育
成、キャパシティビルディング、人的ネットワーク構築に貢献。

（２） 核物質の測定、検知及び核鑑識に係る技術開発
・核物質計量管理の高度化に資する測定技術や不正取引等された核物質の起源の
特定に資する核検知・核鑑識技術の開発に関し、日米で研究協力を実施。・・・

平成22年12月27日（月）
独立行政法人原子力研究開発機構に
「核不拡散・核セキュリティ総合支援センター」を設置
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核不拡散・核セキュリティ総合支援センターの特徴

我が国の独自性を発揮しながら、最小限の投資で最大限の効果を発揮。
アジアを中心に原子力の平和利用を推進するセンター運営を目指す！！

センター運営の戦略（6本柱）
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技術開発と一体となった最先端の知識習得

人材育成機能と合わせ、技術開発・支援機能をセンターに持たせることによ
り、最先端の技術習得と開発された機器の海外展開を図る

原子力新規導入国に今後必要となる高度かつ簡易な計量管理技術を開発する。

→当該国の平和利用を技術面からも担保

○使用済燃料中Pu計測技術開発

○He３代替技術開発

などを実施

（技術開発の例）
質の高いγ線を入射し、放出さ

れるγ線により、使用済燃料を破
壊することなく（非破壊で）高精
度で測定する

検出器

ガンマ線入射



核物質測定・検知技術開発テーマ①核物質測定・検知技術開発テーマ①

使用済燃料中使用済燃料中PuPu--NDANDA実証試験実証試験

米国が開発している使用済燃料中のプ
ルトニウム（Pu）に代表される核物質の
非破壊測定（Pu-NDA）装置の実証試験

を日本において日米共同で実施。成果を
国際的に展開し、グローバルな核不拡散
・核セキュリティ強化に貢献。

本技術は、米国において、 Pu-NDA技術
として有力な手法（Passive Neutron 
Albedo Reactivity （PNAR）法）とされ

おり、既に実験装置の開発が行われてき
た。同装置を東海再処理工場（TRP）に設

置し、実証試験を実施する。

本技術開発は、2009年11月の日米首

脳会談で合意された「核物質の測定に関
する技術」についての日米の協力項目の
一つとして、日米共同で実施される。
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核物質測定・検知技術開発テーマ②核物質測定・検知技術開発テーマ②

レーザーコンプトン散乱レーザーコンプトン散乱γγ線源利用核共鳴蛍光非破壊測定線源利用核共鳴蛍光非破壊測定

レーザーコンプトン散乱（LCS）γ線利用核共鳴蛍光
法による使用済燃料中のプルトニウム（Pu）非破壊測
定装置の実証機のイメージ
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我が国の保有する世界最先端の加速
器技術で作られる強力なガンマ線源
による核共鳴分光技術を用いて、使用
済燃料中のプルトニウム等の核物質
の測定技術を開発する。

本技術開発によって、使用済燃料の
非破壊測定精度を飛躍的に向上し、
グローバルな核不拡散・核セキュリ
ティの強化に貢献する。

本技術開発は、2009年11月の日米首脳

会談で合意された「核物質の測定に関する
技術」についての日米の協力項目の一つ
として、ＪＡＥＡの計算コードを米国の国立
研究所が実施し、その評価結果を本技術
開発に反映させるなど、日米共同で実施さ
れる。
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核物質測定・検知技術開発核物質測定・検知技術開発テーマ③テーマ③

He3代替検知器開発

10B/6Li

240Pu
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蛍光体

導光部品
（光ファイバ等）

光電子増幅器
（フォトンカウンティング）

（2次シンチレーション光）

パルス
データ

ファイバ読み出し式
中性子検出部

中性子

中性子輸送解析（設計）
[MVP]

光学解析（設計）
[SECTER等]

高速アンプ
波高弁別器

信号処理
モジュール

3He代替固体シンチレータ

中性子検出技術

世界の多くの中性子検出器に
使われているHe3が世界的に

不足してきたことに伴い、我が
国の大強度陽子加速器施設
（J‐PARC）において開発されて

いる固体シンチレータ技術を
用い、中性子を検出するため
の代替技術を開発する。

核セキュリティや保障措置を
担保する上で、深刻な課題で
あるHe3不足の解決のために

重要な技術であり、我が国の
技術の優位性を確保しつつ、
中性子検出器の巨大マーケッ
トに参入できる可能性がある。
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